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信頼と協調

会 長

川 口 貴 弘

　世界的なコロナ感染禍が始まり４年が過ぎましたが、現在も社会生活を維持する上で必要な
職業として、地域の医療と福祉を守るために感染予防対策をとりながら、患者さんの施術に尽
力していただいている本会会員の皆さまには心より敬意を表します。
　また、１月に発生しました能登半島地震に被災されお亡くなりになられた方々のご冥福と、
被災された皆さまの安全と、一日も早く平穏な生活に戻られることを心からお祈り申し上げます。
　公益社団法人日本柔道整復師会は昨年の定時総会において、長尾淳彦会長が新しく選出さ
れ新執行部が誕生いたしました。私も新執行部にて総務部長として会員のために頑張る所存で
ございます。

　日整新執行部は信頼と協調を目標としております。
・患者である国民からの信頼と協調
・支払い側である保険者からの信頼と協調
・内閣をはじめとする都道府県、市区町村である行政からの信頼と協調
・業界内外の関連機関からの信頼と協調
・業界を構成する柔道整復師・鍼灸師・マッサージ師等からの信頼と協調
そのために情報の公開と提供を進めていきます。

　現在、全国において柔道整復師７８,０００人、施術所数５８,０００軒の方々が、日々研鑽し努
力を重ね施術に励んでおられます。その柔道整復師、接骨院を今後、維持・発展させるため
に何をすべきかを常に考え、柔道整復師業界がより良い道へと進めるよう、尽力したいと考え
ております。
　令和６年４月からマイナンバーカードの保険証読み取りも始まり、１２月には現行の紙の保険
証が廃止されます。また、令和８年からはオンライン請求が検討される予定となっております。
　今後は、接骨院内におけるインターネット通信環境が必須となります。奈良県柔道整復師会
は一人の会員も取り残すことの無いよう会員の皆さまに協力してまいります。
　柔道整復師業界も、制度自体が経年劣化のように現代の価値観に合わなくなってきています。
この３０年間、物価や人件費等、接骨院経営に係るコストは年々増加しているにも関わらず、

療養費の値上げ幅はゼロに近く、また接骨院の増加もあり、各保険取扱高が５００万円以下の
接骨院が半数以上にもなり、切り詰めて節約しながらの院の経営となってきています。増えな
い収入と増える経費負担の中で、将来への不安は増えるばかりだと考えます。
　これまでのような小手先の療養費の値上げ、間違った不正対応施策を繰り返していても現状
が好転するはずもなく、正しい柔道整復師には正しい評価がされる制度の再構築が急務となっ
ています。
　柔道整復師が健康保険を取り扱えるようになったのは、柔道整復師は不正をしないという国
民や保険者との信頼関係があったからであり、患者を治すという利他の精神をもち、決して己
の利を上げるだけの者ではないという高い倫理観を持ち、国民にとって必要不可欠な医療であ
るとの自覚と誇りを持ち続ける必要があります。
　私たち柔道整復師は、地域医療の発展と国民の健康に貢献する使命を担っています。地域
医療は、地域の方々の健康に直結する極めて重要な役目です。今後少子高齢化がさらに進ん
でいきます。その時こそ、社会福祉医療資源としての柔道整復師の役割は更に大きくなります。
療養費での骨折・脱臼・捻挫・打撲・挫傷の施術はもとより、高齢者のフレイル予防が注目
される中、接骨院を利用しての介護予防機能訓練、また待合室等を集いの場として、地域の
皆さまに活用していただき、更には利用者の自宅へ訪問しての介護予防機能訓練指導・運動
指導は、今後の介護予防・フレイル予防にはなくてはならないもので、我々柔道整復師にこそ
ふさわしい仕事です。
　新しい可能性に挑戦せず、無理だからとあきらめ現状を肯定していくことは、安定ではなく
衰退です。守るべきものは守り、常に新しい形でも地域に貢献することこそが、柔道整復師
の未来に繋がるものと考えます。
　公益社団法人奈良県柔道整復師会は、柔道整復師を守るために公益社団法人日本柔道整
復師会と協働しながら全力で会員の皆さまに尽くしてまいります。
　今後とも、公益社団法人奈良県柔道整復師会の活動に、ご支援とご協力を頂けますようよ
ろしくお願いいたします。
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　世界的なコロナ感染禍が始まり４年が過ぎましたが、現在も社会生活を維持する上で必要な
職業として、地域の医療と福祉を守るために感染予防対策をとりながら、患者さんの施術に尽
力していただいている本会会員の皆さまには心より敬意を表します。
　また、１月に発生しました能登半島地震に被災されお亡くなりになられた方々のご冥福と、
被災された皆さまの安全と、一日も早く平穏な生活に戻られることを心からお祈り申し上げます。
　公益社団法人日本柔道整復師会は昨年の定時総会において、長尾淳彦会長が新しく選出さ
れ新執行部が誕生いたしました。私も新執行部にて総務部長として会員のために頑張る所存で
ございます。

　日整新執行部は信頼と協調を目標としております。
・患者である国民からの信頼と協調
・支払い側である保険者からの信頼と協調
・内閣をはじめとする都道府県、市区町村である行政からの信頼と協調
・業界内外の関連機関からの信頼と協調
・業界を構成する柔道整復師・鍼灸師・マッサージ師等からの信頼と協調
そのために情報の公開と提供を進めていきます。

　現在、全国において柔道整復師７８,０００人、施術所数５８,０００軒の方々が、日々研鑽し努
力を重ね施術に励んでおられます。その柔道整復師、接骨院を今後、維持・発展させるため
に何をすべきかを常に考え、柔道整復師業界がより良い道へと進めるよう、尽力したいと考え
ております。
　令和６年４月からマイナンバーカードの保険証読み取りも始まり、１２月には現行の紙の保険
証が廃止されます。また、令和８年からはオンライン請求が検討される予定となっております。
　今後は、接骨院内におけるインターネット通信環境が必須となります。奈良県柔道整復師会
は一人の会員も取り残すことの無いよう会員の皆さまに協力してまいります。
　柔道整復師業界も、制度自体が経年劣化のように現代の価値観に合わなくなってきています。
この３０年間、物価や人件費等、接骨院経営に係るコストは年々増加しているにも関わらず、

療養費の値上げ幅はゼロに近く、また接骨院の増加もあり、各保険取扱高が５００万円以下の
接骨院が半数以上にもなり、切り詰めて節約しながらの院の経営となってきています。増えな
い収入と増える経費負担の中で、将来への不安は増えるばかりだと考えます。
　これまでのような小手先の療養費の値上げ、間違った不正対応施策を繰り返していても現状
が好転するはずもなく、正しい柔道整復師には正しい評価がされる制度の再構築が急務となっ
ています。
　柔道整復師が健康保険を取り扱えるようになったのは、柔道整復師は不正をしないという国
民や保険者との信頼関係があったからであり、患者を治すという利他の精神をもち、決して己
の利を上げるだけの者ではないという高い倫理観を持ち、国民にとって必要不可欠な医療であ
るとの自覚と誇りを持ち続ける必要があります。
　私たち柔道整復師は、地域医療の発展と国民の健康に貢献する使命を担っています。地域
医療は、地域の方々の健康に直結する極めて重要な役目です。今後少子高齢化がさらに進ん
でいきます。その時こそ、社会福祉医療資源としての柔道整復師の役割は更に大きくなります。
療養費での骨折・脱臼・捻挫・打撲・挫傷の施術はもとより、高齢者のフレイル予防が注目
される中、接骨院を利用しての介護予防機能訓練、また待合室等を集いの場として、地域の
皆さまに活用していただき、更には利用者の自宅へ訪問しての介護予防機能訓練指導・運動
指導は、今後の介護予防・フレイル予防にはなくてはならないもので、我々柔道整復師にこそ
ふさわしい仕事です。
　新しい可能性に挑戦せず、無理だからとあきらめ現状を肯定していくことは、安定ではなく
衰退です。守るべきものは守り、常に新しい形でも地域に貢献することこそが、柔道整復師
の未来に繋がるものと考えます。
　公益社団法人奈良県柔道整復師会は、柔道整復師を守るために公益社団法人日本柔道整
復師会と協働しながら全力で会員の皆さまに尽くしてまいります。
　今後とも、公益社団法人奈良県柔道整復師会の活動に、ご支援とご協力を頂けますようよ
ろしくお願いいたします。



まほろば通信 第 23号 まほろば通信 第 23号 令和６年４月１日令和６年４月１日

　　　Mahoroba Press4

副会長からのメッセージ

信頼と協調

　令和５年１０月２９日（日）、奈良県社会福祉総合センターにおいて公益社団法人日本柔
道整復師会第４６回近畿学術大会奈良大会を、会場とインターネット配信のハイブリッド形
式にて開催致しました。
　近畿学術大会は奈良県、和歌山県、兵庫県、滋賀県、京都府で持ち回り、年１回開催され
ています。
　猛威を振るった新型コロナウイルスの感染拡大の為に開催中止となった年もありましたが、
前年の京都大会からインターネットを駆使し、学術大会を再開いたしました。
　今回もインターネット配信の急激な進化に追いつくために、何度もリハーサルを行い、準
備に万全を期して奈良大会開催に臨みました。
　第一会場の開会セレモニーでは、学術功労賞として長年にわたり、近畿学術大会に功績を
残された和歌山県 竹中 秋生 会員、兵庫県 長山 誠 会員の表彰が行われました。その後すぐ
に行われた特別講演は、一般社団法人奈良県医師会会長で医療法人社団誠医会 安東内科医
院 理事長 安東 範明 先生による「新型コロナウイルスに立ち向かう－奈良県医師会３年半の
闘い－」と題し、感染症に対する基本知識と、凡事徹底をして感染症を乗り越えていくこと
の大切さをご講演頂きました。
　その後、公益社団法人日本柔道整復師会学術教育部からのお願い、「匠の技（整復・固定）」、
会員発表１１演題、学生発表２演題があり研鑽された様々な発表となりました。
　特に「匠の技」では、すべての柔道整復師が生業とすべく整復・固定技術を必ず習って養
成校を卒業するが、臨床経験の豊富な熟練した講師がワークショップとして、今回は橈骨遠
位端骨折の一人整復・固定を行い、参加者に体験していただき、公益社団法人日本柔道整復
師会に属する柔道整復師は、必ず自信をもって同様の技術を活かせるように説明が行われま
した。
　第二会場で行われた「匠の技（超音波）」では、今回は橈骨遠位端骨折の超音波画像を描
出するための基本的な講演とワークショップとして、柔道整復師にとって必要不可欠となる
超音波画像観察装置を使用し、今後すべての柔道整復師が扱うことができ、骨折等の損傷の
説明に役立てられるよう、実技が行われました。
　その後すぐに行われた特別講演は、公益社団法人滋賀県柔道整復師会 川戸 典知 会員によ
る「超音波エコーの評価と可能性、そして近未来への課題－柔道整復師が柔道整復を生業と
するために－」をご講演頂きました。

　今回のハイブリッド形式で開催した奈良大会では、予期せぬ配信トラブルが発生しました
が、会場にも多数の方がご参加下さり、事なきを得て盛会裏に終えることができました。
　今後も近畿学術大会で得た知識を、信頼して来院くださる患者の皆様に還元していける環
境を、近畿学術委員は提供していきたいと考えております。
　また、近畿学術大会は一般の方々もご参加可能となっておりますので、柔道整復師をより
ご理解頂くためにも是非ご参加下さい。
　近畿学術大会では第４５回京都大会よりホームページを作成し、アーカイブ配信を行って
おります。是非、奈良県、和歌山県、兵庫県、滋賀県、京都府の各柔道整復師会ホームペー
ジより大会をご覧ください。
　または、https://sites.google.com/view/46narataikai/より奈良大会をご覧ください。
　次回、和歌山大会は令和６年１０月２７日 ( 日 ) に開催を予定しております。

筆頭副会長

米 田 博 伸 

　協定には「柔道整復師は、施術の必要があると認められる負傷に対して、的確な判断のも
と患者の健康の保持増進上妥当適切に施術を行う」、「施術は療養上必要な範囲及び限度で行
う」とあります。的確な判断において損傷の程度や受傷機転を見極め、大切な施術録を残す
ことが保険者の一次・二次点検への重要な対策となります！
　会員の先生方の適切な請求は必ず守り抜くよう対応を致しております！！

副会長　石 津 佳 和

　講道館嘉納治五郎師範が掲げる「精力善用」「自他共栄」

の精神で、頼りにして下さる患者さまへの日々の業務と研鑽

はもちろんのこと、地域社会への貢献にも惜しみなく精一杯

務める柔道整復師として、信用と信頼とともに、益々の実績

を会員の先生方一丸となって積み重ねて参りましょう。

川口　貴弘
米田　博伸（総務・学術・保険・福祉担当）
石津　佳和（総務・財務・柔道文化・広報担当）
坂口　敦英　総務部長
江戸　秀明　財務部長
前田　貴史　保険部長
福本　善之　学術部長
平野　大亮　柔道文化部長
大石　雄一　福祉部長
米川　莉永　広報部長
青田　雅弘
島田　裕弘

会　　　長
筆頭副会長
副　会　長
理　　　事
理　　　事
理　　　事
理　　　事
理　　　事
理　　　事
理　　　事
監　　　事
監　　　事

奈良県柔道整復師会役員
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公益社団法人日本柔道整復師会
第４６回近畿学術大会奈良大会

学術部　部長

福 本 善 之

　令和５年１０月２９日（日）、奈良県社会福祉総合センターにおいて公益社団法人日本柔
道整復師会第４６回近畿学術大会奈良大会を、会場とインターネット配信のハイブリッド形
式にて開催致しました。
　近畿学術大会は奈良県、和歌山県、兵庫県、滋賀県、京都府で持ち回り、年１回開催され
ています。
　猛威を振るった新型コロナウイルスの感染拡大の為に開催中止となった年もありましたが、
前年の京都大会からインターネットを駆使し、学術大会を再開いたしました。
　今回もインターネット配信の急激な進化に追いつくために、何度もリハーサルを行い、準
備に万全を期して奈良大会開催に臨みました。
　第一会場の開会セレモニーでは、学術功労賞として長年にわたり、近畿学術大会に功績を
残された和歌山県 竹中 秋生 会員、兵庫県 長山 誠 会員の表彰が行われました。その後すぐ
に行われた特別講演は、一般社団法人奈良県医師会会長で医療法人社団誠医会 安東内科医
院 理事長 安東 範明 先生による「新型コロナウイルスに立ち向かう－奈良県医師会３年半の
闘い－」と題し、感染症に対する基本知識と、凡事徹底をして感染症を乗り越えていくこと
の大切さをご講演頂きました。
　その後、公益社団法人日本柔道整復師会学術教育部からのお願い、「匠の技（整復・固定）」、
会員発表１１演題、学生発表２演題があり研鑽された様々な発表となりました。
　特に「匠の技」では、すべての柔道整復師が生業とすべく整復・固定技術を必ず習って養
成校を卒業するが、臨床経験の豊富な熟練した講師がワークショップとして、今回は橈骨遠
位端骨折の一人整復・固定を行い、参加者に体験していただき、公益社団法人日本柔道整復
師会に属する柔道整復師は、必ず自信をもって同様の技術を活かせるように説明が行われま
した。
　第二会場で行われた「匠の技（超音波）」では、今回は橈骨遠位端骨折の超音波画像を描
出するための基本的な講演とワークショップとして、柔道整復師にとって必要不可欠となる
超音波画像観察装置を使用し、今後すべての柔道整復師が扱うことができ、骨折等の損傷の
説明に役立てられるよう、実技が行われました。
　その後すぐに行われた特別講演は、公益社団法人滋賀県柔道整復師会 川戸 典知 会員によ
る「超音波エコーの評価と可能性、そして近未来への課題－柔道整復師が柔道整復を生業と
するために－」をご講演頂きました。

　今回のハイブリッド形式で開催した奈良大会では、予期せぬ配信トラブルが発生しました
が、会場にも多数の方がご参加下さり、事なきを得て盛会裏に終えることができました。
　今後も近畿学術大会で得た知識を、信頼して来院くださる患者の皆様に還元していける環
境を、近畿学術委員は提供していきたいと考えております。
　また、近畿学術大会は一般の方々もご参加可能となっておりますので、柔道整復師をより
ご理解頂くためにも是非ご参加下さい。
　近畿学術大会では第４５回京都大会よりホームページを作成し、アーカイブ配信を行って
おります。是非、奈良県、和歌山県、兵庫県、滋賀県、京都府の各柔道整復師会ホームペー
ジより大会をご覧ください。
　または、https://sites.google.com/view/46narataikai/より奈良大会をご覧ください。
　次回、和歌山大会は令和６年１０月２７日 ( 日 ) に開催を予定しております。
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　猛威を振るった新型コロナウイルスの感染拡大の為に開催中止となった年もありましたが、
前年の京都大会からインターネットを駆使し、学術大会を再開いたしました。
　今回もインターネット配信の急激な進化に追いつくために、何度もリハーサルを行い、準
備に万全を期して奈良大会開催に臨みました。
　第一会場の開会セレモニーでは、学術功労賞として長年にわたり、近畿学術大会に功績を
残された和歌山県 竹中 秋生 会員、兵庫県 長山 誠 会員の表彰が行われました。その後すぐ
に行われた特別講演は、一般社団法人奈良県医師会会長で医療法人社団誠医会 安東内科医
院 理事長 安東 範明 先生による「新型コロナウイルスに立ち向かう－奈良県医師会３年半の
闘い－」と題し、感染症に対する基本知識と、凡事徹底をして感染症を乗り越えていくこと
の大切さをご講演頂きました。
　その後、公益社団法人日本柔道整復師会学術教育部からのお願い、「匠の技（整復・固定）」、
会員発表１１演題、学生発表２演題があり研鑽された様々な発表となりました。
　特に「匠の技」では、すべての柔道整復師が生業とすべく整復・固定技術を必ず習って養
成校を卒業するが、臨床経験の豊富な熟練した講師がワークショップとして、今回は橈骨遠
位端骨折の一人整復・固定を行い、参加者に体験していただき、公益社団法人日本柔道整復
師会に属する柔道整復師は、必ず自信をもって同様の技術を活かせるように説明が行われま
した。
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　今後も近畿学術大会で得た知識を、信頼して来院くださる患者の皆様に還元していける環
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　また、近畿学術大会は一般の方々もご参加可能となっておりますので、柔道整復師をより
ご理解頂くためにも是非ご参加下さい。
　近畿学術大会では第４５回京都大会よりホームページを作成し、アーカイブ配信を行って
おります。是非、奈良県、和歌山県、兵庫県、滋賀県、京都府の各柔道整復師会ホームペー
ジより大会をご覧ください。
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奈良マラソン２０２３に参加して

福祉部　部長

大 石 雄 一

　公益社団法人奈良県柔道整復師会 福祉部では、２０１０年平城遷都１３００年を記念して開
催された奈良マラソン２０１０より、コース上往路２０キロ復路３０キロ時点において奈良県柔道
整復師会ブースを設置し、会員約１０名がランナーに対しストレッチおよびテーピングを施してい
ます。
　奈良マラソンのコースは、各地で開催されているマラソンコースに比べ起伏が激しく、我々ブー
スの設置場所は、ランナーにおいて最も疲労困憊が懸念される地点とされ、毎年１００名を超え
るランナーが我々ブースに立ち寄り、負傷部位に対して処置を行います。
　中には低体温症や外科的処置を必要とするランナーも立ち寄りますが、即座に隣接する救護
所医師へ搬送できる体制も整えています。また、残念ながらリタイヤするランナーに対しては、
精神的な面においてもフォローは欠かせません。特に復路は立ち寄るランナーが多く、コース沿
道にはストレッチやテーピング処置を待つランナーが、関門時間を気にしながら列を作る状態
です。
　更に、奈良マラソン２０１７よりコース上及びゴール地点に設置されている医師を中心とし、看
護師等が待機する救護所にも柔道整復師である本会会員を派遣できるようになり、医師の指示
のもと、運動器疾患に対する処置を行える事になりました。
　参加されるランナーや救護にかかわるスタッフの方々に、奈良県柔道整復会が奈良マラソン救
護に、一翼を担っている認識が定着されてきたと思っていた矢先、２０２０年新型コロナウイル
ス感染症が猛威を振るい世界中を震撼させ、奈良マラソンも開催中止を余儀なくされました。
　翌年２０２１年にはランナー参加人数を例年の半分に減らし、８，０００人規模でフルマラソン
のみの開催となり、救護所に派遣する会員以外の我々ブースの設置は見送りとなりました。
　この状況がいつまで続くのかと不安と心配はありましたが、２０２２年徐々に復活の兆しが見
え始め、前回見送られた１０キロマラソンも復活し、我々ブースも復活再開できる事となりました。
　そして奈良マラソン２０２３では、完全なる復活となり、我々ブースも活気あふれる状況で、
会員も今まで以上にモチベーション高く、ランナーの皆さまにおいても安心安全で走破できる状
況になれた事を喜んでいます。
　奈良県柔道整復師会では、今後も奈良マラソンをはじめ、県内における各種スポーツ競技に
おいて、救護活動を積極的に行っていく所存であり、スポーツ競技の救護を通じても奈良県柔
道整復師会が、県民の皆さまのご理解と認識を深められます事を切に願っております。
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奈良マラソン２０２３ブース紹介

ブース紹介
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令和５年度の柔道大会等の結果
『第６回奈良県知事杯争奪奈良県少年柔道大会』 ６月１８日　於：ロート奈良第二武道場
★形競技の部

★個人戦の部（４年生）

★個人戦の部（５年生）

★個人戦の部（６年生）

★奈良県知事杯受賞者

優　勝・鴻乃池道場 A （取 田和 杏紗・受 大谷 知鶴）
準優勝・鴻乃池道場 B （取 牧田 夢空・受 白木 羽奏）

優　勝・大西 生真 （幸心会正善館）
準優勝・寺中 桜晟 （大和高田市柔道連盟）
第三位・横山 こころ （鴻乃池道場）
第三位・井上 恋花 （天理柔道クラブ）

優　勝・金 相武 （天理柔道クラブ）
準優勝・紀伊 逢由真 （天理柔道クラブ）
第三位・小林 朔 （幸心会正善館）
第三位・浦﨑 亮盛 （橿原市柔道クラブ）

優　勝・井上 陽翔 （天理柔道クラブ）
準優勝・藤中 力 （大和高田市柔道連盟）
第三位・加世田 凌志 （幸心会正善館）
第三位・松村 俊平 （大和高田市柔道連盟）

形競技の部 鴻乃池道場 A （取 田和 杏紗・受 大谷 知鶴）
個人戦の部（４年生） 大西 生真 （幸心会正善館）
個人戦の部（５年生） 金 相武 （天理柔道クラブ）
個人戦の部（６年生） 井上 陽翔 （天理柔道クラブ）
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『第３２回日整全国少年柔道大会』
　　１１月１９日　於：講道館（東京都）
　　奈良県代表チーム 第三位
出場選手（５名）
先　鋒　大 西　生 真 （４年生・幸心会正善館）
次　鋒　紀 伊 逢由真 （５年生・天理柔道クラブ）
中　堅　金 　　相 武 （５年生・天理柔道クラブ）
副　将　井 上　陽 翔 （６年生・天理柔道クラブ）
大　将　藤 中　 　力 （６年生・大和高田市柔道連盟）
監　督　平 野　大 亮　会員
コーチ　井 上　直 樹　先生

『第１３回日整全国少年柔道形競技会』 
　　１１月１９日　於：講道館（東京都）
　　奈良県代表選手 予選リーグ敗退

取　：　田 和　杏 紗 （６年生・鴻乃池道場）
受　：　大 谷　知 鶴 （６年生・鴻乃池道場）
監　督　麻 田　茂 雄 先生
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日整全国少年柔道大会での
初監督業について

柔道文化部　部長

平 野 大 亮
　令和５年度より奈良県柔道整復師会理事に就任し、柔道文化部長を拝命と同時に今回の全
国大会の奈良県チームの監督を務めました。
　今大会は初めての監督業で何をしたらよいのか分からず、考えた結果、出場選手の皆さん
が気持ちよく試合に臨めるように裏方に徹することにしました。
　今回の全国大会で引率者の難しさ、大変さを痛感し、自分が選手で現役時代だった頃の監督、
マネージャーの方々にもっと感謝せねばと改めて思いました。
　今大会の試合では、奈良県代表は他の代表チームから見ると、比較的小柄な選手が多いチー
ムであったにもかかわらず、一人一人が自分の役割をよく理解し、自分の仕事をしっかりと
こなし、大人顔負けの試合運びをしました。その一方で、準決勝前の控室でメダルや賞状の
話題で話をしているときには、屈託のない笑顔を見せてくれました。
　初戦から接戦を勝ち抜いて準決勝へ進出し、その準決勝では宮崎県代表に善戦しながらも
惜しくも敗戦しましたが、次に繋がる良い試合内容であったと思います。そして結果は全国
第三位となり、とても素晴らしい成績を残してくれました。
　コーチに就いて頂いた天理柔道クラブの井上先生はじめ、保護者の方々のサポートなしで
は、初監督業を全うすることはできなかったと改めて実感しております。
　今回学んだ事を、来年度の大会および引率に生かせるように努める所存にて、天理柔道ク
ラブの井上先生、ご同行頂きました保護者の皆さま、また応援して下さった多くの皆さまに、
この場をお借りして感謝の意を表します。
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「元気な一歩会」

　「元気な一歩会」は、橿原市の介護予防担当課が取り組んでいる活動です。
　私たち奈良県柔道整復師会は令和４年４月より、本会の事業として活動協力をさせていただ
くことになり、令和６年４月で３年目を迎えます。
　会館を利用して行う、地域の皆さまと直接かかわりを持つことのできる初めての活動です。
　奈良県柔道整復師会の会館にて、徒歩約１５分圏内の近隣にお住いの皆さまを対象に、毎週
水曜日に開催しており、現在、関谷 真 会員、米川 莉永 会員の２名が体操指導を行っています。
　元気な一歩会は、当初１名の利用者さまから始まりましたが、現在では賑やかに約１０名の
方にご参加いただいております。
　また、年２回の体力測定を行い、体操の効果を確認することも行っており、参加利用者さま
にもデータとして可視化ができるので、モチベーションを維持することができたり、健康に対
する向上心が湧いたりと、楽しく体操に取り組める環境になっております。
　最近は「フレイル」という言葉を耳にすることが多くなってまいりましたが、元気な一歩会
の活動は、地域の皆さまと介護予防となる体操を約１時間行いながら、参加利用者さま同士の
親交や親睦を深めることができ、話すことで脳の活性化を促し、またそこからのコミュニティー
の広がりで、社会参加へと繋げることができる素晴らしい活動だと感じています。
　柔道整復師として、県民の皆さまの介護予防（健康増進）のお手伝いができることを嬉しく
思います。
　少しでも多くの皆さまに元気に日常を過ごしていただくために、今後もしっかり取り組んで
参ります。
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「元気な一歩会」で体操指導をしてくださっている関谷会員にお話しをお伺いしました。

上半身をメインとした、ゴムチューブを用いての体操をしています。
最近は、下半身強化も取り入れ、ボールを使っての体操や、隙間時間を活用してもらうため、
〇〇しながらできる、ながら体操なども指導しています。

個々の能力や可動域が違うので、怪我をしないように体操の指導をしています。

身体の使い方や怪我防止、時には参加利用者さまの身体に合わせながら、理学療法や
運動療法を取り入れた体操の指導ができることです。

マスク着用、密着の回避、あとはコロナの知識等を参加利用者さまにお伝えしていました。

地元である、縄手町の夏祭りの会長をさせていただいてます。
なかなか活気のあるお祭りなので、開催日が近づきましたら告知いたしますので、ぜひご参加ください。
またお祭りには、介護福祉の「大和三山」さんにお手伝いと介護の相談ブースを設けていただいてい
ます。

まずは広く認知していただくことですね。
柔道整復師という職業や活動を知ってもらいたいです。
そのためにも、相談会やお試しでの治療などもしたいと考えてます。

いつも、みなさんの元気の良さには驚かされます。
これからも一歩会、がんばっていきましょう！

一歩会でいつもどんな体操を行っていますか？

体操を行う時に注意していることはありますか？

私たち柔道整復師にしか出来ない他にはない体操の強みについて教えてください。

令和４年４月から始動しました一歩会ですがコロナ自粛がある中、体操中工夫されたこと、
こころがけたことはありますか？

一歩会以外に普段なにか地域活動をされていますか？

一歩会をはじめ、地域活動で今後行ってみたいこと等教えてください。

一歩会の利用者さまに一言お願いいたします。

Q1.

Q2.

Q3.

Q4.

Q5.

Q6.

Q7.

A.

A.

A.

A.

A.

A.

A.
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令和５年度の本会事業・関連事業
● 開催事業（予定の事業）令和６年３月現在

第６回奈良県知事杯争奪奈良県柔道大会（令和５年６月）

橿原市介護予防事業「元気な一歩会」（週１回・本会会館）

斑鳩介護予防教室

エコキャップ推進活動

令和５年度定時総会（令和５年６月）

令和５年度奈良県柔道整復師会保険説明会

令和５年度「匠の技伝承プロジェクト」指導者養成講習会

奈良県柔連盟昇段昇級試合【救護】（随時）

令和５年度奈良県防災総合訓練

第４６回近畿学術大会奈良大会

第３２回日整全国少年柔道大会（令和５年１１月）

第１３回日整全国少年柔道「形」競技会（令和５年１１月）

学術研究会

第３２回日本柔道整復接骨医学会

奈良マラソン２０２３ノボリ旗施術所設置ＰＲ活動

奈良マラソン２０２３【救護】（令和５年１２月）

（ランナーズサポート会員１０名・救護員として救護ブースに２名

派遣）

近畿ブロック少年柔道合同練習会

第４６回定例学術講演会（令和６年２月）

第４５回奈良県少年柔道錬成大会【救護】（令和６年２月）

第４４回全国少年柔道大会奈良県予選【救護】（令和６年３月）

救護派遣事業（福祉関連）

理事会

入退会者等の登録改廃手続き（随時）

保険個別相談（随時）

保険自主審査会（月１回）

新入会員指導（月１回）

国保、協会けんぽ、労災の各保険者の公的審査会（月１回）

協会けんぽ奈良支部との連絡協議会（公的審査会で随時）

国保連との連絡協議会（国保審査会で随時）

労災保険取扱いに関する協議会（労災審査会で随時）

HP、Facebook で、継続的に会員に向けて本会事業の参加事業の報告投稿（随時）
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公益社団法人奈良県柔道整復師会入会の勧め

　私たち公益社団法人奈良県柔道整復師会は、「柔道整復師の医療保険受領委任制度の
推進に関わる事業」を公益事業目的の一つとして認定を受けている唯一の団体であり、
全国都道府県に存在する公益社団法人柔道整復師会により構成される公益社団法人日本
柔道整復師会の加盟組織です。
　公益社団法人奈良県柔道整復師会として、 会員の皆さまには、 接骨院・整骨院の開設
に向けた丁寧な説明や信頼ある各種業者の紹介は勿論、いち早く保険に関する正しい情
報を提供し、 保険講習会、 学術大会、 学術講演会等への参加を呼びかけ、 各会員の資質
向上に努め、 県内における各種スポーツ大会への救護員の派遣を会員から募るなど、 公
益事業にも積極的に取り組んでおリます。
　公益社団法人奈良県柔道整復師会に入会して、 患者さまのため、 更には県民の皆さま
のためにも活動いただき、 柔道整復師の更なる地位向上のために一致団結して参りま
しょう！

　会員の先生方の身近なところで、 個人契約の先生でお困りの方がおられました際には、是
非、奈良県柔道整復師会へのご加入の案内をしてください。 よろしくお願いします。
　入会に関するお問い合わせは、 弊会事務局までご連絡をお待ちしております。　

本会ホームページ
二次元コード

本会facebook
二次元コード

事務局　電話 0744-25-4311

整整
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令和５年分（１月～１２月）柔道整復療養費及び施術料金の取扱実態調査

公益社団法人奈良県柔道整復師会

１ 総保険取扱高別該当会員数・割合

　　　 総保険取扱高

500万円未満

500万円～1,000万円未満 

1,000万円～1,500万円未満

1,500万円～2,000万円未満

2,000万円～2,500万円未満

2,500万円～3,000万円未満

3,000万円～3,500万円未満

3,500万円～4,000万円未満

4,000万円～4,500万円未満

4,500万円～5,000万円未満

5,000万円以上

合 計

該当会員数（人）

76

30

10

5

2

0

1

1

0

0

0

125

割合（％）

60.8

24.0

8.0

4.0

1.6

0.0

0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

100.0

２ 保険種別取扱金額・割合 ３ 保険種別取扱件数・割合

保険種別

協会けんぽ

組合健保

国 保

後期高齢

共済組合

労災保険

合 計

金 額（円）　

208,481,039

55,230,575

186,684,092

230,927,275

41,614,369

5,122,475

728,059,825

割合（％）

28.6

7.6

25.6

31.8

5.7

0.7

100.0

保険種別

協会けんぽ

組合健保

国 保

後期高齢

共済組合

労災保険

合 計

件 数 （件）

37,380

11,646

30,228

31,388

8,288

81

119,011

割合（％）

31.3

9.8

25.4

26.4

7.0

0.1

100.0
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ご使用の際には、箱(裏面)記載の説明書きを必ずお読みください。
MADE IN CHINA

ファルマテックス プラス

剥離紙はカットしやすい
目盛り（1ｃｍの方眼）付き

■内 容 量 37.5ｍｍ×伸長  5.0ｍ（実長  3.3ｍ）×8巻/BOX
50.0ｍｍ×伸長  5.0ｍ（実長  3.3ｍ）×6巻/BOX
75.0ｍｍ×伸長  5.0ｍ（実長  3.3ｍ）×4巻/BOX
50.0ｍｍ×伸長30.0ｍ（実長19.8ｍ）×1巻/BOX

■包装単位　外箱　各サイズ20BOX
■納入価格（税別）  1BOX　2,800円　　   

〈業務用〉

JANコード
37.5ｍｍ
50.0ｍｍ
75.0ｍｍ
業 務 用

4987373082023 
4987373082030 
4987373082047 
4987373082054 

ITFコード
37.5ｍｍ
50.0ｍｍ
75.0ｍｍ
業 務 用

14987373082020 
14987373082037 
14987373082044 
14987373082051 
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